
鹿 廟 N A5 : 9 1 1 9 6 (2 0 0 2)

多包条虫症の疫学的検討のための北海道小清水町における肉食動物3 種の糞分析
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1 . 緒言

多包 条虫症は ､ 多包条虫E ch )
'

n o c o c c u s 皿ロ1 t L

'

l o c u l a r )
'

s の

幼虫が ヒ トの肝臓な どに寄生 して生 じる人畜共通寄生 虫症で

あり, 北方圏を中心 に世界各地 に見 られ
､ 日永で は北海道を

中心 に多くの 患者が知られて い る ( 山下､
1 9 78 ; 大林､

1 9 8 6 ;
て

神谷ら､ 20 0 2 な ど) ｡ 北海道に お ける主 要な終宿主 は ア カギ

ツ ネVu l p e s v u ) p e s の 亜 種キタ キ ツ ネV
.

v u ) p e s s c h r e n ck )

'

( 以下､ 単 に キ ツネ と称す る) で あ り､ そ の腸管に 寄生 する

成虫の産出した虫卵が糞便と とも に排出さ れ､ 水や食物な ど

と共に 主な中間宿主で あるヤチ ネズミ 類 (多くは タイ リクヤ

チネズ ミCl et h r )
'

o n o m y s r u f o c a n u s の 亜種 エ ゾヤ チネ ズミC
.

r uf o c a n u s b e df o r d l
'

a 巳 他に ミカドネズミC
.

r u t )
'

1 u s m )
'

k a d o
.

ム クゲ ネズ ミC
.

r e x) に 摂取され ると､ その 体内で 貯化 し､

肝臓な どに寄生 して 幼 虫で あ る多包 虫 に発育す る｡
ヒ ト はヤ

チネズミ類 と同様に 虫卵 を摂取する こ とに よ っ て 感染する が､

正常な中間宿主 で は ない ため ､ 肝臓や脳 など様々 な寄生部位

で幼 虫か発育し､ 部位に よ っ て 異 なる様々 な症状 を起 こす｡

多く は 重篤な転帰 をとり死 に至 る場合も多く､
これま で に 北

海道だ けで 少なく とも4 12 人 の 患者が認定され て い るが ､
こ

れ は実際に は ほ んの
一

部で あると考えられて い る ( 神谷 ら
,

2 0 0 2) 0

こ の よ うな疾病の 感染を予防する に は ､ 野外に お ける各宿

主動物の 感染状況 とそれらの 生 態学的関係 に関す る理解､ 特

に中間宿主 と終宿主 の被食者
一

掃食者関係の 把握が重要で あ

る｡
これま で に キ ツ ネとヤ チ ネズ ミ類の 関係に つ い て は 前者

の食性分析 を中心 に して 多くの 研究が あ り (Ab e
､

1 9 7 5 ; 三

沢 ､ 197 9 ; 米田 ､ 1 9 7 8 ､ 1 9 8 2 ; Y o n ed a ､
1 9 7 9 ､

1 9 8 2 a
､

b
､

1 9 8 3 ; 米田 ･

中田
､

1 9 8 4) ､ それら に基 づ い たヤ チ ネズ ミ類､

特に エ ゾヤ チネズ ミ の個体群動態と キツ ネ に お ける多包 条虫

感染率の 関係の 分析も行われて い る (S a i t oh a n d T ak a h a s h i
,

1 9 9 8) ｡

一 方 ､
こ の 条虫に は キ ツ ネ以外に も い く つ か の 終宿

主 が お り, 北海 道 で はイ ヌC a n )

'

s f a n )

'

1 )

f

a r )

'

s
,
' ネ コ F el )

'

s

c a t u s お よ びタヌ キNy c t e r e u t e s p r o c y o n o ]

'

d e s の 3 種の 食肉

類 が知 られて い る (神谷 ら､
2 0 0 2) ｡ 特に イ ヌ とネ コ は 家畜

で あり､
ヒ トq )日常的 な生活環境の 中で 暮らして い る

一

方 で
､
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北海道の 多く の農山村地域で は キ ツ ネやヤ チ ネズ ミ類 の よう

な野生動物 と様々 な形 で接触して い る ため
､

こ の条虫の ヒ ト

へ の 感染源 として は極 め て重要で あ ろ うと思 われ る｡ しか し､

こ れら の家畜と野 生動物との 関係 は
､

こ れまで ほ とん ど調 査

さ れて こ なか っ た
｡

著者らは 北海道に お け る本症の 高度浸淫 地で あ る斜里郡 小

湊水町に お い て キツ ネ､
; j ヌ およ びネ コ の 多数の糞を収集し

､

中間宿主 とな る動物 の検出を中心 と した内容分析を行 っ た
｡

同時に それ らの 嚢が どの動物のも の で ある か を明確 にす るた

め に
､ 糞中から検出され る臼歯や被毛の形 態 を観察し た｡ さ

らに
､

､ 付近農民 に対 す る簡単な聞き取り調 査を実施し
､

こ れ

らの 結果 に よ っ て
､ 多包条虫症に 関す る それぞれ の 動物の 重

要性を検討した の で
､

その 結果 を報告す る ｡

2
. 材料および方法

= ) 調査地､ 現地調査お よび糞の処理方法

小 清水町 は 北海道の 北東部､ 知床半島の 基部､ 北緯43 度4 0

分 - 5 7 分 ､ 東経14 4 度20 分 - 3 3 分 に位置し､ オ ホ ーツ ク海 に

面して V
A

) る . 地形は ほ ぼ平坦で 海に 向か っ て 緩や か に 傾斜し

て おり､ その 大半を占め る丘陵地帯は畑 や牧場に な っ て い る
｡

それらの 農地 の 間に は帯状の 防風林が発達 して お り､ 付近 の

山林と合わせ て ヤ チネズミ 類や キツ ネの 生息地 に な っ て い る｡

地表は12 月 か ら翌年 4 月 まで 積雪で 覆わ れ､

一

年を通 じて雨

は比 較的少なく､ 年間降水量 は約 900 m m で ､ 年平均 気温 は

7 . 1 ℃ で あ る (Y o n e d a ､ 1 9 8 2 a ､ 北海 道企 画振興部統計 課､

Ⅰ991) ｡ 翼手類 を除く と21 種 の 噛乳類が記録さ れて お り
.

､
ム

ク ゲネズ ミ とタ ヌ キ を除く 上記 の す べ て の 宿主動物､
およ び

3 種の ア カネズ ミ 類 ( ア カ ネズ ミAp o d e m u s sp e c )

'

o s u s
､

ハ ン

トウア カ ネズ ミA . p e n )

'

ns u l a e ､
ヒ メ ネズ ミA . a l

l

,

g e n t e u S) ､

ドブ ネズ ミR a t t u s n o r v e g )
'

c u s ､ ク マ ネズ ミR . r a t t u s ､
ノー

ツ カ ネ ズ ミ Mu s m u s c u l u s の 計8 種 の ネ ズ ミ 類 が 見 ら れ る

(Y o n e d a
､

1 9 8 2 a) 0

1 9 90 年5 月 4 日から199 1 年5 月 3 日 に かけて 4 回の 現地調

査を行い
､ 9 軒の農家の 庭先, 家屋 周辺､ 畜舎の 中､ 防風林

内の キツ ネ の 巣穴周辺 ( 図 1 ) ､ 山林内の 生活廃棄物処理場

( 図 2) な どか ら動物の 糞を拾い 集 め ､ 糞粒 ごと に ビ ニ
ー

ル

袋に 入れ
､

重 量計測 の 後｣ 危険な寄生虫卵が含ま れて い た場

合に備 えて80 ℃ の恒温器 内で1 時間以上 の加 熱処理 を行 っ た｡

その後再び重 量 を計測 し､ 安間 (19 8 0) の 方法 を参考 に I m m

幅の 金属製 メ ッ シ ュ 上で30 分以上撹 拝 し､
メ ッ シ ュ 上 に残 っ

た残差 を渡紙上 で嘘過 し､ 渡航ごと乾燥 し､ 重量 を計測 した｡

飼育され て い たイ ヌ は
､

セ ン トバ ー ナ ー ド1 頭 を除く とす べ

て 中型犬 で あ っ た｡ 聞き取り調査 は 糞の収集を行 っ た農家の

住 民に 対 して
､

イ ヌ や ネ コ の 飼育状 況､ 家 業の 形 態､ 畜産農

家 の 場 合 は ウ シ B o s [ a u r u s の 飼 養頭数 ､ 多包条 虫症 の 知識

などに 関して 行 っ た
.

･ ま た､ こ れら の 現地 調査 と同時に付近

の ヤ チネ ズミ 類 な どの 野生小型嘱乳 類 の 多包虫感 染状況 を調
､

査 して お り､
I w a k i

､
e t a l . (1 9 9 3) に お い て 報告 して い る｡

- 9 2 -

図1 北海道小清水町防風林 内の キタキツ ネの巣 穴

Fig u r e l
.

A d e n of r e d f o x e s i n a w i n d s h e [ t e 卜 b e l t i n

K o s h i m i z u T o w n
､ H o k k a i d o ､ J a p a nl

図 2
. 北海道小 清水町 内の 生活廃 棄物処理 場 と､ そ こで 見 つ

か っ たイ ヌの 糞 (左上)
Fi g u r e 2

.
W a s t e p o o l s i t e i n K o s h i m i z u T o w n

､ H o k k ai d o ､

J a p a n a n d a f e c a l d r o p o f a d o g f o u n d i n t h e s i t e

(i n s e t)

(2) 糞中か らの検出物の同定方法

キツ ネ
､
イ ヌ

,
ネ コ を含む多く の 食肉類は

､ 毛繕い の 際に

自分の体毛を偶然 経口 的に 摂取す る こ とが 多く､ その た め糞

中か らも自らの体毛が頻繁に検出され､ 野 外で 収集され た糞

が どの動物の もの で あるか を推定す る手がか りに なる (安間,

1 9 8 0) ｡
ネ コ の 糞は キ ツ ネやイ ヌ の もの よ りも小さく

､ 識別

が容易 で あ る が
､

キ ツ ネとイ ヌ の 糞は大 きさ に大 きな差が な

い
｡

その た め
､ 識別に供 す る目 的で 検出された食肉類の 刺毛

の 中央部を光学顕微鏡で 観察し ( 図3 a ) ､
マ イ ク ロ メータ ー

によ っ て 毛葉部 (細く な っ た基部を除き､ 先端まで を含め た

刺毛 の大 半 の部分) と髄 質 の 最大 幅をともに 計測 し､ そ の比

率を算出し た｡

検出されたネズミ類 の 同定 は､ 白歯お よ び刺毛の形 態に よ っ

て 行 っ た｡ 臼歯に つ い て は 阿部ら (1 9 9 4) に 基 づ い て 唆合面

お よ び喫頭 の形状 を観察 し､ 特に エ ゾヤ チネズ ミ とミ カ ドネ

ズ ミ は 上顎第 3 白歯舌側車の 凹部の 数 に よ っ て 区別 した｡ 刺

毛 の形 態は 米 田 (1 9 8 2) に基 づ い て観察した｡ 横断面の 形状

が 楕 円型 で あれば ドブネズミ ま たは ク マ ネズ ミ
, 凹型 で あれ

ば ア カ ネズ ミ類 ( 図 3 b ) か ハ ツ カ ネズ ミ
､

H 型 で あれ ばヤ

チ ネズ ミ類 で あ る ( 図 3 c ) ｡ それ らの 種 の 同定 は毛菓長 と
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毛葉径､ 色素沈着部の 有無お よ び広が りの程度に よ っ て 行い
,

特に ヤ チ ネズミ 属に つ い て は色素沈着部が毛葉部の 2 分の l

か ら 5 分 の 3 前後ま で達 して い れ ば ェ ゾヤ チネズ ミ
､

2 分の

1 以下で あればミ カ ドネ ズミ で ある (米田､
1 9 8 2) ｡

こ れら

の他 に今回の よう な糞分析 に お い ては 小型 晴乳類の切 歯､ 骨

片､ 綿毛 な どが見出され る場合があるが
､

それら に よる種の

同定は困難で あ る｡

図3 . 北海 道小清水 町産食 肉類 3 種 の 糞か ら検 出され る輔 乳

類 の 刺毛 ( a
.

左 か らイ ヌ ､ キツ ネ､ ネコ の 側面観 ;

b . アカネズ ミ ; c .
工 ゾヤチネズミ ; b

､
c は断面 ;

黒線 は0 . 0 5 m m)

F i g u r e 3 . G u a r d h a i r s of m a m m a l s d e t e c t e d f ro m f e
T
c e s o f

t h r e e sp e ci e s o f c a r ni v o r e s f r o m K o sh i m i z LL H o k k a i d o .

J ap a n ( a
.

d og ､
f o x a nd c a t f r o m ( e f t t o 'r i g h t ､

si d e v i e w ; b . l a r g e J a p a n e s e f i el d m o u s e ; c . g r a y

r ed - b a ck ed v ol e ; b a n d c
.

c r o s s s e c t i on ; b a r : 0 . 0 5

m m)

3 .
結果および考察

(1) 糞を排池 した動物の判定

野外調査全 体を通 じて , 1 2 6 点の 糞が採取苧れ た. 図4 に
､

個々 の 糞を排滑 した動物 を推定するた め の 刺毛の毛菓部と髄

質の 最大 幅の 測定結果を示す｡
キ ツネ の 剥製およ びその 巣穴

の 周囲 から採取さ れ､ 明らか に キ ツネ の もの で ある刺毛は毛

様部全体に対 して 髄質が太 い ため
､ 図 の 右下に分布す る傾向

が明瞭で あ っ た
｡

ネ コ の 飼育舎およ びネ コ の も の で ある こ と

が確軍な小型の 糞から採取され､ 明 らかに ネ コ の もの で ある

刺毛に つ い て も こ の 点 は同様で あ っ たが
､ 同時に毛菓部, 髄

質共 に他の 動物の もの よ りも細 い も の が多い た め ,

一 部の例

外は あるが､ 分布は 図の 下方 に偏 っ て い た
｡ 民家近 くや路上

中ら採取された比較的大型 の糞は ､ い ずれも キツ早の 刺毛よ

り毛菓部に 対して髄質が太く ､ 図で は左 上 に分布して おり､

イ ヌ のも の で ある と考えられ た
｡

こ の よう に採取場所 と刺毛

の 毛菓部と髄質の太 さの 比 に 明瞭な関係が ある こ とから､ そ

れら を組み合わせ て判断す ると､ 今回 民家近くで 採取され た

糞は大音さや場所､ 住民か らの情 動 ゝらネ コ と判定され たも

の を除く と
､
すべ てイ ヌの も の と判定された

｡
生活廃棄物処

理場か ら収集され た糞は､ 図4 で は左上 に 分布し, キ ツ ネで

は なくイ ヌ ( お そらく 野犬) の もの と考えられ た｡ 以上 の結

果, 今回分析 した糞 は 6 点が キ ツネ,
1 1 8 点がイ ヌ

､
2 点 が

ネ コ の も の と判定 された･( 表1 ) 0

動物の 刺毛の 形態 は齢や体 の部位な どによ っ て異 なる ため ､

糞か ら検出され る刺毛の 形態 に よ っ て 糞を排滑した動物を判

定す る こ とに は難 し い 場合 が あ る とさ れ, きら に家畜で ある

イ ヌや ネ コ は様々 な品種を含み ､ それ に より体 の 大 きさ など
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の 形態の 種内変異が キツ ネの ような野生動物よ りも大 き い た

め ､ 特に 問題があ るとさ れ る (M a t h i a k･こ 19 3 8) .
しか し今

回 のように 糞を排池 し た動物が は じめ か ら3 種に 限 られ て お

り､ 飼育されて い るイ ヌも大半が中型犬で あるような場合は,

こ の 方法で も問題は ない と考えられる｡ ただ し､ 同様の研究

を今後他の地域で 行なう場合に は ､ 改め て 検討を要す るで あ

ろう｡
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図 4
. 北海道小清水 町産食 肉類3 種の 刺毛 の 測定結果 (丸 : イ

ヌ ; 四 角 : キツネ : 三 角 : ネ コ ; 黒 : 糞か ら検出 ; 白 :

剥 製な どか ら比 較の た め採取 ; 矢印 : 野ネ ズミ 類 の 臼

歯や刺毛 が発見 された糞 か ら の もの ; 太矢 印 ; 生活廃

棄物処理場 か ら採 取された薫からの もの)
Fi g u r e 4

.
R e s ul t s o f m e a s u r e m e n t o f g u a r d' h ai r s o f

c a r ni v o r e s f r o m K o s h i n j z L^ H o k k a i d o J a p a n (c i r cl e :

d og s ; ｢ e c t a n g u l a r : f o x e s ; t ｢i a ng l e : c a t s ; o p e n :

d et e c t ed f r o m f e c e s ; c l o s e d : o b t a i ne d f r o m
-

s t u f f s ､

et c
.

f o r c o mp a ri s o n ; a r r o we d : f rb m f e c a l d r o p s

f ｢ o m wh i c h m ol a r s a n d/ o ｢ g u a r d h a i r s o f w i l d r od e n t s

w e r e d e t e c t e d ; b ol d - a r r o w ed : o b t a i n ed f r o m f e c al

d r op s f r o m a w a s t e p o o 一 s i t e)

表 1
. 多包条虫症 の 疫学に 関す る北海道小 清水 町にお ける食

肉類 3 種 の 糞分析 の 結果

T ab l e l
.
R e s u 一t s o f t h e

､
f e c a 】e x a mi n a t i o n of t h r e e s p e c i e s

of c a r n i v o r e s i n K o s h i mi z u T o w n i n H o k k a i d o

P r e f e c t u r e
,

J a p a n
,

f o r e p id e m i o l o g y o n a l v eo 一a r

e ch i n o c o c c o s i s

野 ネズミ 頼の 得られた 糞の 点数

動物 採取場所 点数

種
一

上顎 臼歯 刺毛 合計

キ ツ ネ キ ツ ネ 巣穴付近 6 エ ゾヤ チ ネズ

ミ カ ドネズ ミ

アカ ネズミ

ヒメ ネズミ

2

-

-

-

2

-

-

-

〓

〓

ト

1

I

一

ヽ

ミ

イヌ飼育犬 農家とその周囲 I1 0 エ ゾヤ チ ネ ズ ミ

野犬 生活廃棄物処理場 5 エ ゾヤ チ ネ ズ ミ

ヒメ ネ ズ ミ

不明 路上 3 エ ゾヤ チ ネズ ミ

5

-

ー

-

5

ー

ー

-

●

●

2

1

一
-

合 計･ 1 18 4 8 8

ネ コ 農 家と そ の周 囲 2 エ ゾヤ チ ネ ズ ミ 1 1 1

総 計 1 26
.

7 1 4 14

(
*

上顎臼歯のみでは種の同定に至らず､ 刺毛で種同定を行っ たもの各1 例を含む)



表 2 . 北海道 小清水町 の食 肉類3 種の 薫か ら検 出された野 ネズ

ミ類の 上顎 臼歯 および刺 毛の観 察結果

T a b l e 2 . R e s u l t s of t h e o b s e r v a t i o n of u p p e r m o l a r s a n d

g u a r d h ai r s o f wi l d m u r id s d e t e c t ed f r o m f e c e s of

t h r e e sp e ci e s o f c a r ni v o r e s i n K o sh i m i z u T o w n i n

H o k k a i d o P r ef e ct u r e
,

J ap a n

番 上顎白歯舌 刺毛毛筆部の計測値(m皿) 色素:頓宇部長の比

号 側の凹部数 毛桑島 毛莫径 > 1/2 - I/ 2 < l/2

キツネ1

2

3

6 .･30 士0 . 34

6 . 20 士0 . 34

4 . 齢 j:0 . 34

4 3 5 . 40 士0 . 19

5 2 6 . 30 ±0 . 39

㈱

那

加

脱

出

胸

筋

胤

o ･

耶

o

d

0

0

1

0-

アカネズミ

2 0 エゾヤチネズミ

ヒメネズミ

3 6 ミカドネズミ

0 0 エゾヤチネズミ

2

2

2

2

2
一

2

2*

1

2

3

4

5

伊

丹
*

c

x
)

メイ 6 . 20 j:0 . 40 0
.
060

6 . lo 主o . 40 0 .0 鏡)

6 . 20 ±0 . 43 0 .052

5 . 70 士0 . 31 0 . 0鉛

5 . 班) 士0 . 64 0 . 064

4 . 60 j:0 . 33 0 . 054 士0 . α)2

7 3 0 エゾヤチネズミ

1b o o ェゾヤチネズミ

9 1 0 エゾヤチネズミ

8 2 0 エゾヤチネズミ

8 2 0 エゾヤチネズミ

ヒメネズミ

6 . 00 ±0 . 42 0 . 058 9 1 0 エゾヤチネズミ

6 . 20 土0 . 40 0 . 070 10 0 0 エゾヤチネズミ

ネコ 1 2 6 . 10 ±0 . 35 0 .075 10 0 0 エゾヤチネズミ

(
*

野犬:
:

* *

路上の糞で飼養犬か野犬か不明
-

, 他の犬はすべ て飼養犬)

(2) 薫か らの野 ネズミ類の検出

126 点の 糞の うち､
1 4 点か ら野ネ ズミ類の 刺毛が検出され､

その うち 7 点から臼歯が見出された. 表 1 に こ れう■の結果 を

示す と共 に､ 表 2 に検出され た野ネ ズミ の 臼歯と刺毛の観察

結果を示 す
｡

キ ツ ネ の 糞5 点 (8 3 . 3 % ) から野ネ ズ ミ の 刺

毛が見出され､
2 点から は 臼歯が得られた

｡
それら は エ ゾヤ

チネ ズミ
､

ミ カ ドネ ズミ
､

テカネズ ミ
､

ヒメ ネズ ミ の 4 種 を

含ん で お り､ キ ツネ が様々 な野ネ ズミ を食物として 高い 頻度

で 利用 して い る こ とが明らか で あ っ た｡ こ の こ と は､ 従来 の

北海道に お け るキ ツ ネの 食性分析の 結果 (A b e
､

1 9 7 5 ; 三 沢､

19 7 9 ; 米 臥 19 7 8 ; Y o n ed a
､

1 9 7 9
､

1 9 8 2 b
､

1 9 8 3) と 一

致す

るム キツ ネか らの 野ネズ ミ の検出率が この よう に 高い の に 対

して ､ イ ヌか らは 8 点の 糞に お い て エ ゾヤ チネズ ミ 7 例､
ヒ

メ ネズ ミ 1 例 の みが 見 つ か り､ 検出率は6 . 7 % と低か っ た｡

生活廃棄物処理 場および路上 から得られ
､ 野犬 の も の と判 定

され た糞を除く と
､

エ ゾヤ チネズ ミ 6 例の みとな り､ 飼養犬

で の検出率 は5 . 5 % とさら に低下した｡ しか し､ 北海道 の 多

包条虫症の最も重要な中間宿主で あ る エ ゾヤ チネズ ミ を飼育

犬が 5 % 以上 の 検出率に及ぶは ど摂食して い る こ とは ､ 北海

道で の ヒ トの 生活圏 に お ける この 寄生 虫の 終宿主 として
､

さ

ら に は ヒ ト へ の 感染源 として のイ ヌ の 重要性を示す事実で あ

る｡ ネコ に つ い て は調査した糞の 点数は 少ない もの の
､

1 点 ,

5 0 . 0 % から 最も 重要 な中間宿主 の エ ゾヤ チネ ズ ミ が 見 出さ

れ て お り､ イ ヌ と同様 の 重要性 を持 っ て い る こ と を示 唆す る

も の で あろ う? 民家近く のイ ヌ とネ コ の 摂食して い た野ネ ズ

ミ が す べ て エ ゾヤ チネズ ミ で あ っ た こ と は
､ 単 に こ の種の 個

体数が他の野 ネズ ミ よりも 多い だ けで は なく ､ 他 の種が森林

を主 な生息場 所 として い る の に 対 して
､

こ の 種 だ けは 草原的

な環境 にも進出 し
､ 農地 に も多数見られ る ( 阿部､

1 9 8 4 ; 太

田∴1 9 8 4) ため で あ ると考えられ る｡

なお ､ 糞か ら右よこ の 他に野 ネズ ミ類 の 綿毛 ､ 切歯､ 魚類 の

骨､ 植物質な どが全体 的 に よく検出 され､ 夏に 収集 した糞か
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らは 昆虫も多く見出された｡ 鳥類 の 羽根が検出されたも の も

あ っ た｡ こ れらの 同定は困難で あり､ 今回 は行なわ なか っ た
｡

人 工 的な内容物と して
､ 銀糸氏や ビ ニ ー ル もよく検出され た

｡

(3) 農家か らの聞き取り調査の結果

聞き取り調査の 結果を表3 に示 す｡ 対象 とな っ たの は 酪農

家4 軒､ 仔ウシ を育て て 販売す る育成農家 1 軒､ 畑作農家4

軒で あ っ た
｡

ア ン ケ ー ト調査として の 例数は 少ない が
､ 回答

か らは とん どの農家がイ ヌ を飼育して おり､ 終日また は野ネ

ズ ミ が活動す る夜間に放し飼い に して い る こ と､ イ ヌ の 糞が

処理 されず野外に 放置されて い る こと が判明 した｡ 種は 不明

で あるが､ ネズミ を捕獲して い る飼 い イ ヌ およ び飼い ネ コ が

い る こ とが確かめ られ､ 農家が それ を知らて い る こともわかっ

た
. 大 半あ農家が キツ ネを頻繁に 目撃して お り､ 表中に は記

さ れて い な い が､ 2 軒がキ ツネ に餌 を与えた こ とがあ る と回

答し､

｢
飼 い イ ヌ が キ ツ ネと遊んで い る の を見かける｣ と証

言した農家も あ っ た
｡

どちらも終宿主 で あ るた め直接キツ ネ

か らイ ヌ に多包条虫が伝播する こ と は ない が
､ 両者が緊密に

接して 生活して い る こ とは
､ イ ヌ の 感染が起きや すい こ とを

意味して い る ｡ 多包条虫症 に関す る知識も不足 して い る場合

が あり､ 特にイ ヌか ら感染が起こ る こ とを知ら ない と思わ れ

る 回答がか なり見られ た こ とは
,

上記 の知 見とあわせ て 重要

な問題で あろう
｡

表 3
. 多包 条虫症の 疫 学 に 関する北海道 小清水 町農家 の 聞き

取り調査の 結果 ( 抜粋)
T a b l e 3

.
R e s u l t s o f t h e q u e s t i o n n a i r e o f f a r m e r s i n

K o s h i mi z u T o w n i n H ok k a i d o P r e f e c t u r e
.

J a p a n
,

f o r

e p i d e m i oJ og y o n a l v e ol a r e c h i n o c o c c o s i s ( e x c e r pt )

家業 飼いイヌに関する事項 飼いネコ に関する事項 認識してい る

形態 頭数 飼い方 排糞後 ネズミ捕獲 頭数 飼い方 ネズミ捕獲 多包条虫感柵

A 氏 酪農 4 終日放餌 井処理 - 0 終日放飼 + イヌ

B 氏 育成 1 終日係留 非処理 + 3 不明 + キツネ

C氏 畑作 1 卿 非処理
- 0 知らない

D氏 畑作 l 終日 僻 非処理
, + ■0 キツネ

E 氏 離農 l 都 政飼 非処理 - 2 終日故国 - イヌ ･ キツネ

F 氏 乾典 3 譲間紳 非処理 - O p 知らない

G 氏 畑作 0 終日 脚 非処理* + * 5 終日放飼 + キツネ

H 氏 畑作 1 終日放飼 非処理 + 0 知らない

Ⅰ氏 酪農 4 終日放飼 非処理
-

.10 キツネ

(
*

過去の飼育)
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多包条虫症の 疫学的検討の ため の 北海道小清水町 に おけ る肉食動物3 種の 糞分析

要約

I
. 北海道 に お ける多包条虫症め疫学的研究の

一 環 として ､

1 9 9 0 年5 月4 日か ら199 1 年5 月3 日 に かけて 斜里郡 小清水

町の 9 軒の 農家の庭先､ 家屋周辺 ､ 畜舎の 中､ 付近 の路上､

キ ツ ネの 巣穴周辺,_ 生活廃棄物処理場な どから収集した多

包条虫の終宿主 となる食肉類3 種 ( キツ ネ､ イ ヌ
､ ネ コ)

の 糞1 26 点 を分析し､ 中間宿主 とな る野 ネズ ミ 類の検出を

試み た｡

2 . 個々 の 糞を排出した動物の判定は
､ 収集した場所 , 糞の

大き さの他 に糞中に 含まれ る食肉類の 刺毛の 形 態､ 特に毛

菓部と髄質の 太 さの 比率 に より行い
､

5 点が キ ツ ネ､
1 18

点がイ ヌ
､

2 点 がネ コ の も の で あ っ た｡

3 .
エ ゾヤチネズ ミ の 上顎臼歯お よ び刺毛が キツ ネ､ イ ヌ ､

ネ コ の 糞各2 点､
7 点 ､

1 点から､
ヒ メ ネズ ミ の 刺毛がキ

ツ ネおよ びイ ヌ の 糞各1 点から､ ミ カ ドネズミ の 上顎臼歯

および刺毛 お よびア カ ネズ ミの 刺毛がキ ツ ネの 糞1 点ず つ

から検出され た
｡

ア カ ネズ ミ以外の 3 種は多包 条虫の中間

宿主 で あ り, 特に エ ゾヤ チネズ主は 北海道 に お ける最も主

要な中間宿主 で あ る ため
､

キ ツネ だけで は なく 家畜で あ る

イ ヌ やネ コ が それら を摂食して い た こと は
､ 多包条虫の 疫

学上極め て 重要で ある｡

4
. 聞き取り調査の 結果､ 多くの 農家がイ ヌ を飼育して お り､

終日また は野 ネズ ミが活動する夜間に 放し飼い にさ れて い

る こと､ イ ヌ の 糞が野外に 放置きれて い る こ と
､

イ ヌ とキ

ツ ネが緊密に接して 生活して い る こ となどが判明 した
｡
イ

ヌ から多包条虫症の感染が起こ る こ とを知 らな い 農家も見

られた
｡
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